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平
安
時
代
の
中
国
と
の
国
交
途
絶
は、
日
本
の
文
化
史
の
う
え
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ
は
遣
唐
使
の
廃
止
（
八
九
四
年、
寛
平
六
年
）
か
ら
始
ま
り、
三
百
年
以
上
も
続
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
古
代
以
来、
中
国
文
化
の
圧
倒
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
日
本
に
と
っ
て
、
始
め
て
の
文
化
的
独
立
を
可
能
に
し
、
独
自
の
日
本
文
化
が
形
成
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
国
風
文
化
の
時
代
が
出
現
す
る
。
こ
の
小
論
が
扱
う
平
安
時
代
の
食
生
活
も、
時
代
的
に、
天
皇
親
政
で
律
令
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
平
安
初
期
の
約
百
年
で
は
な
く、
律
令
体
制
が
崩
壊
し
た
摂
関
政
治
か
ら
院
政
時
代
に
焦
点
を
あ
て
る
。
そ
こ
で
日
本
の
文
化
史
の
流
れ
に
そ
っ
て、
後
世
の
饗
膳
（
も
て
な
し
の
膳
）
の
形
成
過
程
を
み
る
と
と
も
に、
貴
族
社
会
の
食
生
活
を
時
代
相
と
対
応
さ
せ
て
み
た
い
。
も
っ
と
も
文
化
一
般
に
お
け
る
よ
う
に、
食
事
文
化
も
中
国
文
化
を
ベ
ー
ス
に
し
て、
そ
れ
を
日
本
の
実
情
に
合
う
よ
う
変
容
し
固
定
形
式
化
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
平
安
時
代
の
宮
廷
が
つ
く
っ
た
文
化
の
型
が、
そ
の
後
も
ず
っ
と
残
っ
た
よ
う
に、
食
事
文
化
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る。
　
平
安
時
代
の
初
期
に
、
ま
ず
宮
廷
の
年
中
行
事
が
唐
風
に
整
え
ら
れ
て
い
く
。
嵯
峨
天
皇
の
時
代
に
、
「
弘
仁
式
』
、
『
弘
仁
儀
式
」 、
『
内
裏
式
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
宮
廷
行
事
が
形
を
整
え、
そ
の
後
発
展
の
一
路
を
と
る
。
そ
し
て
清
和
天
皇
の
時
代
に、
『
貞
観
儀
式
』
の
成
立
を
み
る
。
こ
こ
に
お
い
て、
宮
廷
行
事
と
そ
の
儀
式
は
完
成
し、
貴
族
社
会
の
宮
廷
行
事
に
対
す
る
関
心
は
ま
す
ま
す
深
く
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
て、
九
二
七
年
（
延
長
五
年
）
に
『
延
喜
式
』
が
完
成
す
る。
こ
れ
は
『
弘
仁
式
」 、
『
弘
仁
儀
式
』 、
『
貞
観
儀
式
』
な
ど
の
先
例
に
な
ら
い、
そ
れ
ら
を
併
合
し
て
左
大
臣
藤
原
時
平
ほ
か
数
人
が、
醍
醐
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
九
〇
五
年
（
延
喜
五
年
）
選
出
に
着
手
し、
続
い
て
左
大
臣
藤
原
忠
平
の
主
宰
の
も
と
に
本
格
的
な
編
纂
体
制
が
整
い、
二
十
二
年
後
に
撰
集
の
完
成
を
み
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
儀
式
の
方
法
が
詳
細
か
つ
具
体
的
に
規
定
し
て
あ
り、
長
く
宮
廷
の
規
範
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
日
本
の
実
情
に
合
致
し、
律
令
の
国
風
化
を
意
味
し
て
い
る
。
饗
膳
と
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六
六
い
う
一
食
事
文
化
も、
「
延
喜
式
』
の
系
譜
に
の
せ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
「
延
喜
式
』
の
年
中
行
事
を
も
と
に
し
て、
そ
の
後
『
西
宮
記
』 、
『
北
山
抄
』 、
『
江
家
次
第
」
が
生
ま
れ
る
契
機
と
な
っ
た。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て、
『
延
喜
式
』
の
年
中
行
事
が
い
か
に
整
備
さ
れ
充
実
化
し
た
か
が
わ
か
る
。
『
延
喜
式
』
「
神
祇
令
」
に
は、
祈
年
祭
を
最
初
と
す
る
各
月
の
祭
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
新
嘗
祭
や
大
嘗
祭
な
ど
に
は
宮
廷
で
宴
が
は
ら
れ
た
。
ま
た、
正
月
元
旦
の
朝
賀
に
始
ま
る
朝
儀
も
各
種
行
な
わ
れ
た
。
中
宮
の
大
饗、
摂
関
大
臣
の
大
饗、
内
宴、
賭
弓、
ほ
か
に
三
月
上
巳
の
節
会
や
九
月
の
重
陽
の
節
会
な
ど
、
饗
宴
（
も
て
な
し
の
宴
）
が
盛
ん
に
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
饗
宴
の
時
の
食
事
が
饗
膳
で
あ
る。
　
宮
廷
行
事
全
般
の
儀
式
化
に
と
も
な
い、
饗
膳
の
献
立
や
調
理
法
も
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
く
。
当
時
の
宮
廷
政
治
は、
、
年
中
行
事
を
少
し
も
た
が
わ
ず
に
行
な
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら、
宮
廷
の
各
種
行
事
に
お
け
る
饗
膳
の
献
立
や
調
理
法
の
法
的
規
定
は、
貴
族
社
会
に
お
け
る
日
常
の
食
生
活
に
も
影
響
を
与
え、
食
膳
は
著
し
く
形
式
化
し
た。
要
す
る
に、
栄
養
や
味
覚
と
は
関
係
な
く、
た
だ
先
桝
の
踏
襲
の
ま
ま
に
食
品
が
調
理
さ
れ
て
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る。
日
本
の
食
事
文
化
に
長
く
尾
を
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
　ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
引
く
と
こ
ろ
の
目
で
見
る
料
理
の
伝
統
は、
饗
宴
の
食
事
で
あ
っ
た
饗
膳
が
も
っ
て
い
た
性
格
か
ら
由
来
し
て
い
る
。
　
こ
の
小
論
の
そ
も
そ
も
の
問
題
意
識
は、
目
で
見
る
料
理
の
ル
ー
ツ
と
そ
の
形
成
過
程
の
解
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て、
ま
ず
は
饗
膳
が
発
達
を
遂
げ
て
豪
華
を
極
め
る
よ
う
に
な
る
、
平
安
後
期
の
白
河
院
か
ら
鳥
羽
院
の
時
代
の
『
類
聚
雑
要
抄
」
に
お
け
る
代
表
的
な
饗
膳
の
膳
組
と、
そ
の
材
料
お
よ
び
調
理
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
貴
族
社
会
の
食
生
活
と
時
代
相
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
結
び
で
の
べ
る
。
一
膳
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〔
−）
　
白
河
院
か
ら
鳥
羽
院
時
代
に
お
け
る
饗
膳
の
膳
組
を
以
下
時
代
順
に
た
ど
る
。
ま
ず
「
厨
事
類
記
』
の
膳
組
を
記
し
て
お
く
。
こ
れ
は
饗
膳
の
基
本
形
で
あ
っ
て、
当
時
の
饗
宴
で
は
そ
の
所
載
の
品
々
を
時
に
よ
り
、
人
に
よ
り
、
然
る
べ
く
取
捨
し
て
献
立
が
決
め
ら
れ
た
。
　
　
　
（
イ
）
　
　
「
厨
事
類
記
」
の
膳
組
　
し
し
ゅ
の
も
の
　
　
　
　
ず
　
　
さ
け
　
ひ
し
お
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
り
　
四
種
物
「
酢
。
酒、
醤、
或
止
レ
醤
二
色
利而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
かつ
お
　
　
　
　
　
　
裏
書
（
色
利
煎
汁
。
イ
ロ
リ
ト
ハ
大
豆
ヲ
煎
タ
ル
汁
也
云
々
。
或
鰹
ヲ
煎
タ
ル
汁
也
云
々
。
）
　
く
ぼ
う
つ
わ
も
の
　
　
　
　
く
ら
げ
　
　
　
ほ
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
や
　
　　
　
　
も
　
ら
　
き
　
こ
り
　
　
た
い
　
窪
器
物
。
1
海
月
。
老
海
鼠
。
（
或
稱
二
保
夜冖。
）
牟
々
跂
塁
。
鯛
醤。
　
ひ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
ど
り
　
す
わ
や
り
　
　
　
あ
わ
び
　
や
き
だ
こ
　
干
物
ー
（
或
稱
二
乾
物一
）
1
干
鳥
。
楚
割
。
蒸
蚫
。
焼
蛸
。
或
干
物
四
坏。
内
用
二
鯛
平
切舶
　
な
ま
も
の
　
　
　
な
ま
す
　
　
　
　
こ
い
　
　
　
　
　
さ
け
　
　
ま
す
　
　
す
ず
き
　
き
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら
あ
か
　
生
物
。
（
鱠
。
）
鯉ー
。
鯛
。
鮭
。
鱒
。
鱸
。
雉
。
或
止
二
鮭
鱒一
供
鱸囲
雑
爲
＝
佳
例刈
或
供二
腹
赤噌
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ひ
が
し
　
　
ま
つ
の
み
　
か
し
わ
の
み
ざ
く
ろ
　
ほ
し
なつ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
ぐ
り
　
干
菓
子
。
−
松
實
。
栢
實
。
柘
榴
。
干
棗
。
或
有
下
供
二
五
菓一
之
例
加
相
「
加
掻
栗
一
坏鱒
或
用
二
時
菓
子噸
　
き
　
が
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
ぽ
な
あ
ん
ず
　
す
も
も
　
か
ん
じ
　
　
　
　
　
　
び
こ
う
と
う
　
木
菓
子
。
（
號
二
時
菓
子
→
）
栗ー
。
橘
。
杏
。
李
。
柑
子
。
桃
。
瀰
猴
桃。
柿
等
用
レ
之
。
時
美
菓
四
坏
供
レ
之
。
御
移
徒
五
菓
。
陰
陽
寮
注
申
。
李
。
（
東
方
。
）
否
。
　
　
　
　
　
　
　
（
西
方
。
）
棗
。
（
中
央
。
）
桃
。
（
西
方
。
）
栗。
（
北
方
。
）
若
無
レ
之
者
宜
レ
用二
時
美
菓一
云
々
。
　
と
う
が
し
　
　
ば
い
し
ん
　
と
う
し
に
　
かつ
ニ
　
け
い
し
ん
　
て
ん
せ
い
　
ひ
つ
ら
　
つい
し
　
だ
ん
き
　
　
　
や
く
さ
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
う
リ
ユ
く
　
　
　
す
ほ
う
　
唐
菓
子
梅ー
子
枝
。
桃
子
枝
。
餡
餾
。
桂
心
。
黏
臍
。
蹕
鑼
。
鎚
子
。
團
喜
。
是
謂
二
八
種
唐
菓
子司
又
青
。
（
縹
　
緑
。
）
赤
。
（
蘇
芳
。
）
黄
色
等
用
レ
之
。
或
濃
　
　
　
　
　
　
色
用
レ
乏
。
近
代
以二
一
色
二
折
敷
居レ
之
。
梅
子
桂
花
等
可
レ
供
レ
之
。
　
こ
な
も
ら
　
粉
餅
。
1
赤
。
（
蘇
芳
。
）
青
。
（
花
田
。
）
黄
。
白
。
或
以
レ
縹
用
二
青
色叩
以
二
蘇
芳一
用
＝
赤
色幻
或
濃
薄
色
多
種
用
レ
之
。
近
代
以一
二
色
二
折
敷
居レ
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
じ
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
し
る
な
ま
す
　
汁
物
。
ー
依
レ
時
調
美
不
レ
同
也
。
或
供二
鳥
膿
汁閃
或
供
二
鯛
汁
鱠
。
然
而
近
代
多
供
二
蚫
汁一
可レ
爲一
佳
例一
歟
。
盛
レ
汁
器
追
物
中
央
居
レ
之
。
汁
實
盛二
別
坏一
居
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
じ
ゆ
う
　
　
　
　
　
ひ
や
じ
る
　
　
　
　
　
　
加
之一。
又
供二
寒
汁司
（
或
號
二
冷
汁
→
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
か
　
ご
や
き
　
追
物
。
（
焼
物
。
）
−
雉
足
。
（
以二
薄
様一
曇
レ
之
。
）
零
餘
子
焼
。
（
同
差
物
。
）
鯛
面
向
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
は
じ
か
み
　
　
　
た
で
　
　
い
に
め
し
お
と
　
ろ
　
ろ
　
　
じ
よ
う
よ
　
汁
實
。
−
今
案
。
汁
實
盛
二
于
別
坏一
可
レ
居
「
加
之『
但
供二
寒
汁一
之
時
。
汁
實
。
（
與
利
實
。
）
山
薑
。
（
夏
蓼
。
）
板
目
鹽
都
呂
々
。
（
薯
蕷。
）
橘
葉
等
盛
・
同
　
　
　
　
　
　
盤一
居
「
加
之司
　
御
酒
盞
。
　
御
湯
器
。
　
御
飯。
　
御
箸
匙
。
　
　
　
（
ロ
）
　
わ
た
ま
し
の
宴
の
膳
組
　
次
に、
白
河
院
時
代
の
二
一
五
年
（
永
久
三
年
）
七
月
二
十
一
日
に、
関
白
右
大
臣
藤
原
忠
実
の
東
三
条
殿
で
催
さ
れ
た、
わ
た
ま
し
（
転
居
）
の
宴
の
膳
組
を
取
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2）
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
上
流
の
貴
族
が
個
人
的
に
開
い
た
祝
宴
の
一
例
で
あ
る。
配
膳
は
図
e
に
記
す
。
　一
進
。
（
堂
。
）
四ー
種
物
。
匙
。
箸
。
（
銀
器
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
も
り
め
レ
　
ニ
進
。
（
中
盤
。
）
i
高
盛
飯
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ず
き
　
三
進
。
（
堂
。
）
−
生
物
。
1
鯉
。
鯛
。
鱸
。
　
　
　
　
　
　
汁
物。
ー
熱
汁
。
（
蚫
。
）
寒
汁
。
（
鯛
味
噌
。
）
汁
膾
。
　
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
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六
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ほ
こ
　
　
　
　
　
　
焼
物
。
1
零
余
子
焼
。
鯛
平
焼
。
蒲
鉾
。
　
四
進
。
（
壹
。
）
−
干
物
。
1
蒸
鮑
。
焼
蛸
。
千
鳥
。
楚
割
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぼ
うつ
わ
も
の
　
五
進
。
（
大
盤
。
）
1
窪
坏
物
。
−
海
月
。
蚫
味
噌
。
鯛
醤
。
老
海
鼠
。
　
六
進
。
（
中
盤
。
）
1
酒
。
盞。
　
七
進
。
ー
銚
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
わ
ん
　
八
進
。
（
大
盤
。
）
1
水
坑
。
　
九
進
。
1
水
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
3）
　
　
　
（
ハ
）
母
屋
の
大
饗
の
膳
組
　
同
じ
く
白
河
院
時
代
の
一
＝
六
年
（
永
久
四
年
）
一
月
二
十
三
日
、
前
年
内
大
臣
に
補
任
さ
れ
た
藤
原
忠
通
が
、
東
三
条
で
催
し
た
母
屋
の
大
饗
の
膳
組
を
取
り
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
客
の
座
席
の
配
置
は
図
⇔
に、
尊
者
（
元
旦
の
節
会
に
上
首
を
勤
め
た
上
客
で
公
卿
を
饗
す
る
。
）
の
前
に
据
え
ら
れ
た
饗
応
の
配
膳
を
図
日
に、
陪
席
に
招
か
れ
た
　
　
　
　
　
　
　（
6）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7）
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
8∀
公
卿
の
配
膳
は
図
 
に、
弁
少
納
言
の
配
膳
は
図
国
に、
家
主
の
配
膳
は
図
 
に
そ
れ
ぞ
れ
記
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
『
江
家
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
敷
物
、
用
い
る
器
具
、
挨
拶、
立
ち
居
の
作
法、
酒
盃
の
献
酬
、
飲
み
方
な
ど
に
規
定
が
あ
っ
た
。
ま
た、
客
で
も
官
職
の
上
下
に
よ
っ
て
据
え
る
食
品
の
数
や
量
に
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
原
則
に
変
化
は
な
い。
尊
者
の
献
立
を
記
す
。
　
四
種
物
。
i
塩
。
酢。
酒
。
醤
。
　
飯
。
　
生
物
「
雉。
鯉
。
鱒
。
（
立
盛
。
）
鯛
。
（
立
盛
。
）
　
干
物
。
−
置
鰒
。
蛸
。
干
鳥
。
楚
割
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
し　
だ
た
み
ご
う
な
せ
　
う
に
　
窪
坏
物
。
モー
ム
キ
コ
ミ
。
海
月
。
老
海
鼠
。
蝙
蛞
。
小
贏
子
　
蟹
蜷
。
石
華
。
霊
贏
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ざ
　
え
　
　
　
お
　
う
　
　
　
か
　
　
　
せ
貝
物
。
員ー
蚫
。
栄
螺
子
。
白
貝
。
石
陰
子
。
木
菓
子
。
ー
干
棗
。
小
柑
子
。
獗
猴
桃
。
　
唐
菓
子
。
鴿ー
餬
。
桂
心
。
黏
臍
。
鐸
鑼
。
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ム
な
の
つつ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
だ
ち
　
追
物
。
1
鮒
塁
焼
。
鳥
足
。
汁
。
鱠
。
茎
立
。
　
　
　
（
二
）
　
御
幸
の
饗
膳
　
こ
れ
は、
白
河
院
時
代
の
一
一
【
八
年
（
元
永
元
年
）
宇
治
平
等
院
御
幸
に
際
し
て
の
饗
膳
で
あ
る。
台
盤
に
赤
の
紋
の
錦
を
覆
い
、
高
坏
は
円
で
藍
地
に
蝶
鳥
の
紋
が
つ
い
て
い
た
。
　
　
　
　
　
み
　
る
　
　
あ
お
の
り
　
　
れ
ん
し
ん
　
　
ご
ぼ
う
　
　
こ
う
ほ
ね
　
干
物
。
t
海
松
。
青
苔
。
蓮
根
。
牛
蒡
。
川
骨
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぶ
ら
　
生
物
「
昆
布
。
白
瓜
。
蕪
。
黒
瓜
。
白
根
。
　
　
　
　
　
　
た
わ
　
　
　
　
　
え
のつつ
み
　
窪
坏
物
。
唐ー
青
。
荏
墨
。
　
御
菓
子
。
ー
（
時
美
）
菓
子
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め
　
じ
　
御
汁
物
。
ー
寒
汁
。
（
松
茸
。
）
熱
汁
。
（
志
女
知
。
）
　
御
酒
坏
。
　
御
酒
。
霧
漸
个
・
（
覆
・
干
嬲
％
）
　
　
（
ホ
）
　
五
節
殿
上
饗
に
お
け
る
饗
膳
こ
れ
は
鳥
羽
院
時
代
の
一
＝
二
五
年
（
保
延
元
年
）
に
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
干
物。
1
蚫。
蛸
。
大
海
老
。
干
鯛
。
生
物。
−
鯛
。
鳥
。
窪
坏
物
。
i
海
月
。
荏
墨
。
居
物。
−
初
干
物
。
蚫ー
。
大
海
老
。
蛸
。
干
綢
。
　
　
　
　
　
生
物
。
1
鯉
。
鳥
。
　
　
　
　
　
窪
坏
物
。
1
海
月
。
モ
ム
キ
コ
ミ
。
飯
。
酒
坏。
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
六
九
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居
器
。
酒
坏。
寒
汁
。
（
鰹
ヨ
リ
鱠
。
）
追
物
。
1
蒲
鉾
。
鳥
足
。
蠣袈　o
生
蚫
。
細
蜷
。
ヨ
リ
鱠
。
七
〇
工工一leotronio 　 ibra y 　 ervioe
酒
器。
熱
汁
。
追
物
小
鳥
。
綿
。
零
餘
子
焼
。
菓
子
「
小
餅
。
唐
菓
子
。
枝
柿
。
　
　
　
（
11
）
暑
預
粥
。
　
　
（
へ
）
ひ
さ
し
廂
の
大
饗
の
膳
組
生 な
海 ま
鼠 c
　 o
酒
盞
。
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
小
柑
子
。
掻
栗
。
野
老
。
椿
餅
。
甘
栗
。
0
同
じ
く
鳥
羽
院
時
代
の
一
亠
三
六
年
（
保
延
二
年
）
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
内
大
臣
に
補
任
さ
れ
た
藤
原
頼
長
が
指
図
し
た
廂
の
大
饗
の
膳
組
で
あ
る
。
四
種
物
。
1
蠱
。
酢。
生
物
。
1
鯉
。
鮨
。
酒
。
醤
。
な
み
　
　
　
　
あ
ゆ
并
煮
鹽
鮨
。
雉
。
鱒
。
鱸
。
鯛
。
蛸。
一 153一
干
物。
1
蒸
蚫
。
干
鳥
。
楚
割
。
并
鯛
。
鱸
。
鮭
。
焼
蛸
。
大
海
老
。
窪
坏
物
。
1
老
海
鼠
。
海
月
。
蟹
蜷
。
細
螺
。
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
と
も
ら
菓
子
。
−
餅
。
伏
菟
餅
。
大
柑
子
。
小
柑
子
。
橘
。
串
柿
。
栗
。
pmx，
°
鼠
　　L2
以
上、
饗
膳
の
六
例
を
あ
げ
た
が
、
各
々
饗
宴
の
性
格
上、
多
少
の
相
違
は
あ
る
。
し
か
し
、
基
本
的
な
構
成
は
、
四
種
物、
飯、
生
物
、
干
物、
潼
坏
物
、
汁
物
、
焼
物、
菓
子
な
ど
で
あ
る
コ
hukugawa 　 akuin 　 ollege
注
（
1
）
（
2）
（
3）
塙
保
己一
　
編
　
「
厨
事
類
記
』
　
続
群
書
類
従一
九
　
七
四
七
−
九
頁
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
五
二
年
。
川
俣
馨一
　
編
　
「
類
聚
雑
要
抄
」
　
新
校
群
書
類
従
雑
部
二
　
五
一
二
頁
　
内
外
書
籍
　
昭
和
二
年
。
図
9
参
照。
大
江
匡
房
編
　
『
江
家
次
第
』
　
第
二
　
「
大
臣
大
饗
」
　
五
1
一
五
頁。
　
母
屋
の
大
饗
と
は、
摂
関
大
臣
が
正
月
に
私
邸
に
お
い
て
張
る
宴
で、
大
饗
と
い
う
。
親
王
や
公
卿
を
招
く。
饗
宴
を
母
屋
に
設
け
る
の
で
母
屋
の
大
饗
と
も
い
う
。
た
だ
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
あ
　
か
初
午
の
年
は
寝
殿
の
廂
の
間
に
設
け
る
。
こ
の
日、
朝
廷
よ
り
使
を
そ
の
邸
に
遣
わ
し
て
牛
酪
と
栗
と
を
賜
わ
る。
こ
れ
を
「
蘇
甘
栗
の
使
」
と
称
す
る
。
ま
た
当
日、
鷹
飼
や
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
も
の
飼
を
庭
に
立
た
せ、
雉
を
献
じ
さ
せ、
「
雉
羹
の
饗
」
が
あ
る。
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走
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戛
を
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塾
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図 （一）
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厂
　　　　　　　　　 煎
曇 鑼 11確 融 竃齟
’ 懶 ぐ 瞳
区詈三甎乳 1韓 llや暮ヨ？
　 　 　 　 　 額 「4 ρセ
．匯 壷 重ヨ
瓢 噂
熱啄9調
匐 ト囎 ．軸嗣
翠 躙騨懸
諜野
貯
瀞 裳繍 ．
＠
＠ 1◎◎
1　ー
鬱ー
　ー
ー iI◎◎
圈
1
 
盆
，
◎
◎
⊂）婁 畿
＠i1
 
1 気
9イ　 ．
◎
◎
●
屯
●
勲
●
（
4V
前
掲
本
盈
9
｝
顴
鱗
＆
、
起
匿
，
　 　 の
奴幽 麟 、4
晦 ζギ織 爵
o
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ● 　　　　　　　　　 　　　　　　 o
蜘 ゴ　 　 　 　 　 　 　 ■
生 工 エ エ エ ユ ユ コ ・構 織
匚＝ 〔コ＝ コ鑞 欝
『
類
聚
雑
要
抄
」
五一
四
頁
。
G
奔 蟻 叫
● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●
函 函
● ■
憾
図 （二 ）
●
零
o
当
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同饗圖 差 應
（
5
）
　
同
前
　
五
一
七
頁
。
   
   
    ，
  （劃
       
       
  　  　  　（勠
  婁      1
   
   
   
   
是
諏
座
前
也
噂
赤
木
祝
四
脚
。
甫
北
行
昌
並
立
テ
。
其
左
右
昌
横
切
。
冬
立「
二
脚
叩
毎
机
鋪
二
螫
薦
崎
四
繍
物
几
二
前
。
同
前
也
。蠶
不
L
居
・
接
致
弋
　
　
　
カ
シ
バ
ノ
上
昌
o
ハ
マ
ユ
7
ヲ
ジ
ク
o
カ
シ
バ
ヲ
ニ
分
許
見
タ
リ
◎
鳥
足
カ
シ
ハ
シ
テ
晏
テ
。
上
ヲ
．
ハ
マ
昌
7
シ
テ
ッ
、
亠
。
カ
シ
バ
ヲ
ニ
分
許
見
也
。
追
甥
。
鮒
器
憂
。
莖
立
9
鳥
足
汁
噂
鱠
。
是
四
種
也
。
図 （三 ）
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三
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（
6）
　
同
前
五
一
八
頁
。
　
　
い
く
人
も
相
向
い
合
っ
て
着
座
し
た
。
中
央
に
一
列
に
並
ん
だ
木
菓
子
と
唐
菓
子
は
、
向
い
合
う
客
が
共
同
で
食
べ
る
。
束
上
公
卿
前
欝 麗
 
 
 
の
飜
 
 
 
颪
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 鋸鱗 
 
 
　
　
　
 
　
　
　
図
 
 
 
 
 
 灘
（
7
）
　
同
前
　
五】
七
頁
。
       
           
  』       
図 （五 ）
弁
少
納
言
前
。
蘂
子
梨
高
定
也
。
干
物
四
重
。
高
二
寸
。
（
8）
同
前
　
五一
七
頁
。
篝
覆
タ
宅
七
四
齦
 
 
 
醐
糶
猷
一一149一
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範
墾
雛
」
第
r
一
計．
五
耳
鷭
豐
咽
頃
蕉
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二
　
材
料
と
調
理
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
く
し
や
　
宮
中
の
調
理
場
は、
通
常
は
台
盤
所
で
あ
る
。
大
勢
の
客
を
招
く
饗
宴
の
時
に
は、
庭
に
紅
白
の
だ
ん
だ
ら
の
布
張
り
テ
ン
ト
の
幄
舎
を
た
て、
そ
こ
で
調
理
や
酒
の
燗
を
し
た
。
『
年
中
行
事
絵
巻
」
の
「
大
臣
大
饗
」
に、
幄
舎
の
中
に
棚
を
た
て
、
大
ま
な
い
た
を
据
え
た
革
帯
姿
の
公
卿
四
人
の、
料
理
づ
く
り
に
余
念
の
な
い
姿
が
　
　
　
　
　
（
1）
描
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
a
）
　
四
種
物
　
四
種
物
は
四
種
器
と
も
書
き
、
塩、
酢、
酒、
醤
な
ど
調
味
料
の
こ
と
で
あ
る。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
味
料
を
容
器
に
入
れ
て、
箸
と
匙
の
手
前
に
置
い
た
。
調
理
の
段
階
で
味
つ
け
を
し
て
あ
る
の
は
汁
物
類
だ
け
で
あ
る
。
多
く
は
食
べ
る
時
に
自
分
の
好
み
に
よ
っ
て
調
味
料
を
適
当
に
使
う
。
『
厨
事
類
記
』
に、
「
寒
汁
二
鯉
味
噛
ヲ
供
ス
。
コ
ヒ
ノ
ミ
ヲ
ヲ
ロ
シ
テ
。
サ
ラ
ニ
モ
リ
テ
マ
イ
ラ
ス
。
ダ
シ
汁、
（
或
説
。
イ
ロ
リ
ニ
テ
ア
フ
ベ
シ
。
或
説
。
ワ
タ
イ
リ
ノ
シ
ル
云
々
。
）
ニ
テ
ア
フ
ベ
シ
。
イ
タ
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
2）
シ
ホ
。
ワ
サ
ビ
。
山
ノ
イ
モ
ヲ
ヲ
ロ
シ
テ
モ
ル
ベ
シ
。
タ
チ
バ
ナ
ノ
葉
イ
ル
ベ
シ
ト
云
々
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
種
物
を
使
い、
香
辛
料
も
加
え
て
和
え
な
が
ら
食
べ
た
。
　
先
に
図
示
し
た
（
ハ
）
の
饗
宴
（
以
後、
略
し
て
記
号
を
用
い
る
。
）
で
は、
主
客
の
別
や
身
分
の
上
下
で
献
立
に
違
い
が
あ
り、
調
味
料
も
身
分
の
低
い
者
や
主
人
の
前
に
は
塩
と
酢
し
か
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
平
安
時
代
の
儀
礼
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
が
、
塩
と
酢
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
調
味
料
で、
酒
や
醤
は
そ
れ
以
上
の
高
価
な
調
味
料
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
次
に
、
塩、
酢
、
酒
、
醤
な
ど
の
製
造
法
に
つ
い
て
記
す
。
塩
は、
古
代
に
お
い
て
は
、
藻
塩
草
を
簀
の
上
に
積
み
重
ね、
塩
水
を
か
け
て
乾
し、
さ
ら
に
ま
た
塩
水
を
か
け、
そ
の
上
澄
を
塩
釜
で
煮
つ
め
て
つ
く
っ
た
。
し
た
が
っ
て、
塩
を
つ
く
る
こ
と
を
塩
焼
く
と
い
い
、
『
万
葉
集
』
の
山
部
赤
人
の
歌
に
も
「
塩
焼
く
」
と
い
う
　
　
　
　
（
3）
所
見
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　
酢
は
俗
に
苦
酢
と
い
わ
れ、
そ
の
種
類
は
米
酢、
酒
酢、
梅
酢
、
菖
蒲
酢、
雑
果
の
酢
な
ど
が
あ
る
。
米
酢
の
材
料
侭
、
『
延
喜
式
」
「
造
酒
司
」
に、
「
酢
一
石
料
。
　
　
　
　
　
ひ
ご
ば
凡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
4）
米
六
斗
九
升
。
蘗
四
斗
一
升
。
水
一
石
二
斗
。
」
と
あ
る
。
酒
酢
は
万
年
酢
と
も
い
わ
れ
る
。
酒
酢
の
残
酢
に
酒
と
水
と
を
等
分
に
加
え
る
と、
ま
た
酢
が
生
じ
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
め
で
あ
る
。
梅
の
実
か
ら
つ
く
る
の
が
梅
酢
で
あ
る
。
菖
蒲
の
茎
を、
古
酒、
酢
、
水
と
と
も
に
甕
に
入
れ
て
つ
く
っ
た
の
が
菖
蒲
酢
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
5）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
い
し
ゆ
　
あ
ま
ざ
け
　
と
ん
し
ゆ
　
じ
ゆ
く
レ
ゆ
　
酒
は、
「
延
喜
式
』
「
造
酒
司
」
に
よ
れ
ば
、
酒
八
斗
を
つ
く
る
の
に、
「
米
｝
石
。
蘗
四
斗
。
水
九
斗
。
」
と
あ
る
。
特
殊
な
酒
に
御
井
酒、
醴、
頓
酒、
熟
酒
な
ど
が
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
の
材
料
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
御
井
酒
四
算
料
。
米
一
石
。
蘗
四
斗
。
水
六
斗
。
醴
九
升
料
。
米
四
斗。
蘗
二
升
。
酒
三
升
。
頓
酒
八
斗
料
。
米
一
石
。
　
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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七
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）
蘗
四
斗
。
水
九
斗
。
熟
酒
一
石
四
斗
料。
水
一
石
。
蘗
四
斗
料
。
水
一
石
一
斗
七
升。
」
と
あ
る
。
そ
れ
ら
の
製
造
法
は、
口
で
飯
を
か
み
砕
い
て
唾
液
の
ジ
ャ
ス
タ
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
7）
ゼ
で
発
酵
さ
せ
る
方
法
と、
米
を
か
び
さ
せ
る
方
法
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
酒
は
清
酒
で
は
な
く
濁
酒
で
ア
ル
コ
ー
ル
度
も
低
か
っ
た。
ま
た
大
嘗
祭
や
新
嘗
　
　
　
　
し
ろ
　
き
　
　
　
く
ろ
　
き
祭
に
は
、
白
酒
や
黒
酒
も
供
さ
れ
た
。
そ
の
製
造
法
は、
米
一
石
の
う
ち
二
斗
八
升
六
石
を
蘗
と
し、
七
斗
一
升
四
合
を
飯
と
し、
そ
れ
に
水
五
斗
を
合
わ
せ
等
分
に
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8）
て
二
つ
の
甕
に
収
め
て
発
酵
さ
せ
る
。
発
酵
後、
一
甕
の
み
に
久
佐
木
三
升
を
入
れ
て
黒
酒
と
よ
び、
他
を
白
酒
と
い
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
し
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
そ
　
　
　
　
〔
9）
　
醤
は
、
「
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば、
「
比
之
保
」
と
読
み、
「
豆
醤
」
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
弥
沙
」
と
も
い
っ
た
。
醤
と
味
噌
の
関
係
は
、
「
醤
」
は
「
ひ
し
お
」
で
あ
る
が、
「
ひ
」
は
「
み
」
に、
「
し
ほ
」
は
「
そ
」
に
転
じ
て
「
み
そ
」
と
呼
び
な
ら
わ
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
ひ
し
ほ
」
は
我
が
国
本
来
の
「
ひ
し
ほ
」 、
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ご
め
よ
び
唐
醤
を、
時
に
漢
土
の
方
言
を
そ
の
ま
ま
に
「
未
醤
」
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
醤
と
未
醤
と
の
材
料
は
，
『
延
喜
式
』
「
大
膳
下
」
に
よ
る
と
、
大
豆
三
石、
糯
は
四
升
三
合
三
勺
二
撮、
小
麦
と
酒
は
各
々
が
」
斗
五
升、
塩
は
一
石
五
斗
の
割
合
で
あ
る
。
両
方
と
も
同
じ
材
料
を
ほ
ぼ
同
量
使
用
し
な
が
ら、
醤
の
で
き
高
は
未
醤
の
半
分
　
　
（
− o）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11）
　
　
　
‘
う
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
醤
と
は
未
醤
を
漉
し
た
も
の
で
液
体
の
調
味
料
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
製
造
法
は
『
古
事
類
苑
』
に
あ
る
。
麹
の
多
い
も
の
が
上
質
と
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12）
れ
て
い
る
。
要
す
る
に、
醤
は
発
酵
塩
蔵
食
品
で
あ
っ
て、
今
日
の
味
噛
や
醤
油
の
前
身
で
あ
る
。
「
延
喜
式
』
「
交
易
雑
物
」
に
は、
瀬
戸
内
海
の
沿
岸
や
畿
内
、
山
陰
　
　
　
　
　
　
　
　
　・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
13）
道
の
諸
国
か
ら
醤
大
豆
を
宮
廷
に
献
上
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お、
『
厨
事
類
記
』
に
は、
「
或
止
レ
醤
用一
色
利
ご
と
あ
り、
醤
の
代
り
に
色
利
が
用
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
p
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14）
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
色
利
に
つ
い
て、
『
和
名
類
聚
抄
』
に、
「
煎
汁
本ー
朝
式
云
堅
魚
煎
汁
（
加
豆
乎
以
呂
利
）
。
」
と
あ
る
。
『
古
事
類
苑
』
に
は
、
「
煎
汁
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
15
）
云
フ
、
鰹
ヲ
煮
過
シ
テ
取
リ
タ
ル
汁
ナ
リ
、
近
世
鰹
節
ヲ
造
ル
時
ノ
煎
汁
ヲ
取
リ
、
滓
ヲ
渣
シ
テ、
煮
タ
ル
ヲ
煮
取
ト
云
ヘ
リ
。
」
と
あ
る
よ
う
に、
保
存
食
品
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
し
干
魚
を
煮
出
し
て
濃
縮
し
た
汁
で
あ
る
。
干
鰹
を
は
じ
あ
干
鰯、
干
イ
カ
な
ど
が
転
用
さ
れ、
塩
を
和
し
て
使
用
し
た
。
ま
た
魚
の
か
わ
り
に
大
豆
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
　
　
（
b
）
　
飯
　
饗
膳
の
主
食
は
飯
と
粥
が
あ
る
。
飯
は
そ
の
ま
ま
食
べ
る
場
合
と、
湯
漬
や
水
飯
に
す
る
場
合
が
あ
る
。
粥
は
、
（
ホ
）
の
よ
う
に
暑
預
粥
が
重
ん
じ
ら
れ
て
よ
く
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
　
お
く
て
し
ろ
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ら
け
の
よ
缸
　
　
　
レ
ら
11
の
よ
ね
　
　
　
　
ひ
レ
ら
げ
の
よ
ね
　
　
　
　
　
（
16）
い
ら
れ
た
。
当
時
の
米
の
品
種
は
、
稙
、
稜、
粳
が
あ
る
。
ま
た
搗
き
方
に
よ
っ
て、
鑿
米
（
白
米
）
、
牌
米
（
白
半
米
） 、
糲
米
（
玄
米）
が
あ
る
。
貴
族
階
級
は
白
米
も
し
く
は
半
白
米
を
食
べ
た
。
　
先
に
示
し
た
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
（
ホ
）
の
飯
と
は
強
飯
で
あ
る
。
（
へ
）
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
、
飯
は
重
要
視
さ
れ
た
の
で
、
実
際
の
饗
宴
に
は
据
え
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
ら
　
　
　
　
こ
レ
き
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
強
飯
は、
粳
米
を
飯
に
入
れ
て
何
度
も
水
を
か
け
て
は
蒸
し
返
し
て
炊
い
た
も
の
で、
粘
り
気
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
一
説
に
よ
れ
ば、
強
飯
は
糯
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
）
饗
膳
で
の
強
飯
は
器
に
高
く
盛
り
上
げ
る
の
を
な
ら
わ
し
と
し
た
。
そ
の
盛
り
方
に
は、
饅
頭
形
に
盛
る
の
と、
円
筒
の
よ
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う
に
上
を
平
に
周
囲
を
円
く
す
る
の
と
二
様
あ
り、
（
ロ
）
の
よ
う
に
高
盛
飯
と
称
し
た
。
強
飯
は
粘
り
気
が
少
な
い
の
で
箸
で
は
食
べ
に
く
く、
匙
で
す
く
っ
て
食
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
17）
た
。
『
万
葉
集
』
に
は、
「
家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
、
く
さ
ま
く
ら
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る。
」 、
『
延
喜
式
』
「
大
炊
寮
」
に
は
、
「
其
飯
器
參
議
己
上
並
朱
漆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18）
椀
。
五
位
以
上
葉
椀、
命
婦
三
位
以
上
蘭
笥
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、
強
飯
は
粘
り
気
が
少
な
く
固
い
の
で、
椎
の
葉
や
、
葉
椀
に
盛
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
・
つ
。
　
湯
漬
は
（
二
）
に
み
ら
れ
、
強
飯
を
干
し、
湯
に
浸
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
ホ
）
の
場
合
は、
和
布
と
干
蔽
を
添
え
て
い
る
。
（
ロ
）
の
場
合
は
、
八
進
に
水
堤
、
九
進
に
水
を
入
れ
た
片
口
の
器
が
出
さ
れ
て
い
る
。
水
は
水
飯
用
の
も
の
で
、
水
境
に
強
飯
を
分
け
て
水
飯
に
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
最
後
に
出
す
の
を
み
る
と、
酒
の
す
ん
だ
後
で
軽
く
飯
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。
湯
漬
は
水
飯
よ
り
も
し
き
り
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
重
要
視
さ
れ
た
。
強
飯
は
改
ま
っ
た
際
に
用
い
ら
れ
た
が
、
湯
漬
と
水
飯
は
日
常
の
食
膳
に
も
加
え
ら
れ
た
。
　
　
　
（
c
）
　
生
物
（
鱠
）
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）
　
「
鱠、
細
切
肉
也
。
」
と、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
鱠
は
今
日
の
も
の
と
は
全
く
異
な
り
．
今
日
の
刺
身
で
あ
る
。
材
料
は
魚
貝
類
、
鳥
類
、
獣
肉
類、
野
菜
類、
海
草
類
な
ど
が
あ
る
。
（
イ
）
か
ら
（
へ
）
に
お
け
る
魚
類
を
材
料
と
し
た
鱠
は、
鯉、
鯛
．
鮭、
鱒
、
鱸、
鮎
、
蛸
で
あ
る
が、
当
時
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
は、
特
に
鯉、
綢、
鮭
、
鱒
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
レ
き
　
鱠
の
調
理
法
は
、
『
厨
事
類
記
」
「
調
備
故
實
」
に
よ
れ
ば、
鯉
は
ま
ず
下
に
掻
敷
（
食
物
の
器
の
中
に
檜
や
南
天
の
葉
な
ど
を
敷
く
。
）
の
実
を
っ
く
り
重
ね
て
盛
り、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20）
鯛
、
鮭、
鱒
は、
皮
つ
き
の
ま
ま
薄
く
切
っ
て
盛
っ
た
。
（
ハ
）
の
鯛
と
鱒
に
立
盛
と
注
し
て
あ
る
の
は、
魚
の
盛
り
方
に
切
盛
と
立
盛
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
鮭
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21）
　
　
ひ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
じ
ら
皮
を
す
い
て
す
く
り
重
ね
て
盛
る
。
上
に
氷
頭
を
三
1
五
枚
の
せ
る
場
合
も
あ
る
。
氷
頭
は
魚
の
頭
蓋
骨
で、
鮭
や
鯨
な
ど
は
柔
ら
か
く
透
明
で
あ
る
。
刻
ん
で
食
べ
る
。
な
お
、
（
ロ
）
は、
切
身
に
味
膾
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
貝
類
で
は
、
（
ハ
）
に
蚫、
白
貝、
石
陰
子、
栄
螺
子、
（
ホ
）
の
追
物
に
生
蚫
、
蠣、
細
蜷
が
あ
る
。
盛
る
時
に
殻
を
添
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
　
（
へ
）
に
鮨
と
あ
る
が、
材
料
は
不
明
で
あ
る
。
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば、
鮨
の
調
理
法
は、
魚
に
塩
を
し
て
一
夜
お
き、
水
気
を
拭
い、
冷
飯
を
桶
に
入
れ、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22）
重
石
を
し
て
数
日
お
く
の
で
あ
る
。
す
る
と、
飯
の
発
酵
に
よ
っ
て
生
じ
る
有
機
酸
な
ど
に
よ
っ
て
、
独
特
の
味
が
う
ま
れ
る
。
古
代
の
鮨
の
酢
ぱ
さ
は
、
魚
を
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
も
の
で、
現
在
の
よ
う
に
酢
を
添
加
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
魚
の
調
理
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
「
主
計
上
」
に
ょ
れ
ば、
平
安
時
代
に
は
魚
肉
ば
か
り
で
な
く、
獣
肉
で
も
つ
く
っ
た
こ
と
が
わ
か
船）
こ
の
小
論
で
は
鮨
を
生
物
の
部
類
に
入
れ
て
い
る
が、
肉
醤
の
類
な
の
で、
本
来
は
後
記
（
e
）
の
窪
坏
物
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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七
八
　
鳥
類
で
は、
雉
が
膾
に
さ
れ
て
い
る
。
（
ホ
）
の
よ
う
に
魚
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
雉、
鶴
、
鴨
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
一
般
的
な
雉
の
調
理
法
は、
　
　
　
　
　
　
　
ひ
だ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
24）
雉
の
尾
の
脂
肉
（
彈
）
を
つ
く
り
重
ね
て
盛
っ
た
。
野
菜
類
は、
（
二
）
に
白
瓜
、
黒
瓜、
蕪
、
白
根
な
ど
が
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
と
し
　
　
な
　
す
　
　
　
く
わ
い
　
　
ね
ヨ
て
、
茄
子、
慈
姑、
葱
な
ど
が
あ
る
。
海
草
類
は、
（
二
）
に
昆
布
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
　
　
　
（
d
）
　
干
物
　
生
物
に
対
し
て、
干
し
た
も
の
を
干
物
と
い
う
。
ま
た
か
ら
も
の
と
か
、
削
り
物
と
か
い
わ
れ
た
。
円
筒
形
に
高
く
盛
ら
れ
る
。
削
っ
て
湯
に
浸
し
て
食
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
干
物
に
は
、
魚
員
類
と
鳥
類
と
野
菜
類
が
あ
る
。
そ
の
中
で、
干
鳥、
楚
割、
焼
削、
蒸
飽
は、
饗
膳
に
は
お
定
ま
り
の
品
で
あ
る
。
『
古
事
類
苑
』
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
わ
や
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
干
物
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
楚
割
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に、
「
魚
条
1
れ
ば
、
鳥
肉
を
干
し
た
も
の
を
「
ほ
し
ど
り
」
と、
記
さ
れ
て
い
る
Q
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
（
へ
）
霽
霜
輪
ど
あ
る
・
魚
を
乾
し
て
細
く
削
・
た
も
a
で
あ
る
・
『
延
喜
式
』
呈
計
上
」
に
は・
爨
割
毳
楚
割
麩
黔
あ
る
・
ま
た
焼
蛸
は
・
蛸
を
蒸
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
聡
Y
か
ら
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
に
は
、
飽
の
加
工
品
が
種
々
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
干
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ほ
か、
、
（
ホ
）
や
（
へ
）
に
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
29）
る
よ
う
に、
蚫
や
大
海
老
な
ど
の
魚
員
類
や、
（
二
）
の
海
松
や
青
苔
な
ど
の
海
草
類
や、
川
骨、
蓮
根、
牛
蒡
な
ど
の
野
菜
類
も
干
物
に
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
e
）
　
窪
坏
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
え
　
　
　
　
な
め
　
窪
坏
物
は
窪
器
物
と
も
書
く
。
椀
の
よ
う
な
中
の
窪
ん
だ
容
器
に
鼇
物
や
嘗
物
の
類
を
盛
る
。
『
厨
事
類
記
』
「
調
備
故
實
」
に
、
「
醤
類
」
と
注
し
て
あ
る
。
醤
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
び
し
お
　
　
（
30）
豆
醤
（
穀
醤
）
、
肉
醤、
草
醤
の
三
種
類
が
あ
っ
て
、
豆
醤
は
調
味
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
肉
醤
は
『
古
事
類
苑
』
に
よ
れ
ば、
「
醢
」
で
あ
る
。
鳥
獣
魚
員
の
肉
で
つ
く
っ
た
も
の
で
塩
辛
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
　
材
料
は
、
海
月、
老
海
鼠
、
牟
々
路
墨
。
蝙
蛞、
小
贏
子
（
細
螺
） 、
蟹
蜷、
石
華
、
霊
贏
子、
鮎、
鯛
、
飽
が
使
わ
れ
て
い
る
。
海
月
の
調
理
法
は、
酒
と
塩
と
で
洗
い
、
四
角
に
切
っ
て
、
鰹
を
酒
に
浸
し
た
そ
の
汁
に
酢
を
混
合
し
て
和
え
る
。
そ
し
て
刻
物
と
し
て、
薑
と
橘
の
皮
を
細
か
く
切
っ
て
入
れ
る
。
牟
々
跂
塁
の
な
い
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
31）
は、
生
魚
の
赤
身
を
た
た
い
て
盛
っ
て
も
よ
い
。
鳥
の
首
を
掻
敷
の
よ
う
に
切
01
て、
そ
の
上
に
雉
あ
る
い
は
生
魚
の
赤
身
を
盛
る
。
老
海
鼠
は
保
夜
と
も
書
き、
海
底
に
横
た
わ
る
か
岩
に
付
着
し
て
い
る
下
等
な
原
索
動
物
の
一
種
で
あ
る
。
蝙
錯
は
海
辺・
の
泥
砂
の
中
に
い
る
虫、
小
贏
子
は
細
螺
、
蟹
蜷
は
宿
借
り
、
石
華
は
牡
蠣
で
あ
り、
そ
れ
ぞ
れ
を
醤
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認）
　
草
醤
と
し
て
は、
（
二
）
に
唐
青
と
荏
墨
、
（
ホ
）
に
荏
○
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
漬
物
の
一
種
で
あ
る
．
『
延
喜
式
』
「
内
膳
司
」
に
は
、
季
節
に
よ
っ
て
献
ず
べ
き
種
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
33）
の
野
菜
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
草
醤
に
し
て
饗
膳
に
出
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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（
f
）
　
汁
物
　
（
イ
）
に
は、
時
に
よ
り
調
味
不
同、
多
く
は
鮑
汁
、
鳥
權
汁、
鯛
の
汁
鱠
と
あ
る
。
（
ロ
）
に
は
三
進
に
汁
膾、
蚫
の
熱
汁、
鯛
味
噌
の
寒
汁
と
あ
る
。
（
ハ
）
の
追
物
に
汁
と
あ
る
が
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
（
二
）
に
は、
松
茸
の
寒
汁、
志
女
知
の
熱
汁、
（
ホ
）
に
は、
鯉
の
ヨ
リ
鱠
の
寒
汁
が
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
汁
物
は
、
熱
汁
と
寒
汁
と
汁
膾
そ
れ
に
腱
汁
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
区
別
は
、
熱
汁
や
膰
汁
が
普
通
の
汁
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寒
汁
や
汁
鱠
は
汁
と
い
う
よ
り
も
靨
物
に
近
い
。
「
厨
事
類
記
』
に
よ
れ
ば
、
寒
汁
の
實
を
別
に
盛
っ
て
出
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は、
汁
の
實、
山
葵、
板
目
塩、
お
ろ
し
た
薯
蕷、
橘
葉
な
ど
を
同
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34）
皿
に
盛
っ
て
出
し
た
。
梨
の
汁
を
一
緒
に
加
え
る
こ
と
も
あ
る
。
　
汁
物
と
し
て、
右
記
の
四
種
類
の
ほ
か
に
羹
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
の
膳
組
に
は
な
い
が、
＝
五
七
年
（
保
元
二
年
）
の
後
白
河
天
皇
時
代
に、
関
白
藤
原
忠
通
の
子
基
実
が
右
大
臣
に
な
っ
た
時、
東
三
条
で
行
な
わ
れ
た
饗
宴
の
饗
膳
に
四
献
と
し
て
鶴
霙
が
出
て
い
る
。
羹
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
よ
れ
ば、
楚
辞
の
注
を
引
い
て
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
35）
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
羹
は
野
菜
を
材
料
に
し
た
も
の
、
歴
汁
は
魚
や、
鳥
の
肉
を
材
料
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
時
に
は
、
鶴
の
羹
、
小
魚
の
羹
、
鮑
の
羹、
鮎
の
羹
、
若
菜
の
羹
、
茸
の
羹
な
ど
が
み
ら
れ
る
の
で、
罹
汁
も
羹
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
g
）
　
焼
物
　
焼
物
は
『
厨
事
類
記
』
に
、
「
追
物
」
と
注
し
て
あ
る
よ
う
に、
追
加
の
品
と
し
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
（
イ
）
に
は
雉
足、
零
餘
子
焼、
鯛
面
焼
、
（
ロ
）
に
は
零
餘
子
焼
、
鯛
平
焼
、
蒲
鉾
、
（
ハ
）
に
は
鮒
の
包
焼、
鳥
足
の
焼
物
、
（
ホ
）
に
は
零
餘
子
焼、
蒲
鉾、
鳥
の
足
が
み
ら
れ
る
。
　
雉
の
足
は、
右
足
を
焼
い
て
節
よ
り
切
っ
て
盛
る
。
ま
た
晴
の
御
膳
に
は、
左
足
を
焼
か
ず
に
ゆ
で
る
場
合
も
あ
る
。
零
餘
子
焼
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に、
「
拾
貴
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
36）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37）
草
云
零
餘
子
焼
（
和
名
沼
加
古
）
」
と
あ
る
。
差
物
で
、
鯉
の
身
を
二
分
ば
か
り
に
切
り
、
こ
れ
を
団
子
の
よ
う
に
い
く
つ
も
串
に
刺
し
、
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
鯛
の
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
38）
焼
は、
鯛
の
身
だ
け
を
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
蒲
鉾
は
、
魚
肉
の
身
を
さ
ば
き
、
こ
れ
を
か
た
め
て
ふ
く
ら
み
の
あ
る
細
長
い
形
に
こ
ね、
串
に
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a9）
そ
の
形
は
あ
た
か
も
蒲
の
花
が
散
っ
た
後
に、
そ
の
実
が
茎
に
残
っ
て
い
る
よ
う
な
形
な
の
で、
昔
の
鉾
の
形
に
似
て
い
る
。
故
に
「
が
ま
ほ
こ
」
と
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
現
在
の
か
ま
ぼ
こ
で
あ
る
。
次
に
鮒
の
包
焼
と
は
、
鮒
の
腹
の
中
に
昆
布、
串
柿、
胡
桃、
蒸
し
た
栗
な
ど
を
入
れ
て
縫
い
、
鰹
節
の
汁
に
浸
し
て
焼
い
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
（
h
）
　
菓
子
　
饗
膳
の
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
菓
子
類
が
あ
る
。
当
時
の
菓
子
に
は
日
本
古
来
の
木
菓
子
、
つ
ま
り
木
の
實
や
果
物
の
類
と
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
唐
菓
子
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
40）
（
イ
）
か
ら
（
へ
）
の
木
菓
子
は、
松
實
、
栢
實
、
干
棗
、
栗
、
椎
子、
菱、
柘
榴、
橘
、
否、
李
、
桃
、
瀰
猴
桃
、
柿、
柑
子
、
梨
子
な
ど
で
あ
る
。
梨
子
は
皮
を
む
　
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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八
〇
い
て
切
ら
ず
に
茎
を
上
に
し
て
盛
る
。「
要
す
る
に、
柘
榴
、
橘、
杏、
李
、
桃
、
柿、
柑
子、
「
梨
ヱ
・
な
ど
は
生
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
季
節
に
よ
っ
て
は
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
乾
燥
品
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
松
實、
栢
實、
干
棗、
椎
子、
菱
な
ど
は、
常
時
乾
燥
品
を
使
用
し
た
。
「
厨
事
類
記
』
「
調
備
故
實
」
に
よ
れ
ば
、
松
實
と
栢
實
は
い
っ
て
皮
を
む
い
て
盛
る
。
柘
榴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
づ
　
ら
は
皮
を
む
い
て
盛
る
。
干
棗
は
蒸
し
て
か
ら
皮
を
む
い
て
乾
す
。
そ
の
後、
甘
葛
煎
を
ぬ
り、
こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
す
。
松
實
の
な
い
時
は
白
い
大
角
豆
を
盛
る
。
棗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
41）
の
な
い
時
は
串
柿
を
盛
る。
木
菓
子
の
う
ち
で
は、
柿
と
栗
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る。
　
唐
菓
子
は
中
国
の
粉
製
の
品
で
あ
る
。
そ
の
品
名
も
た
い
て
い
中
国
の
名
に
ょ
り
、
形
も
異
国
的
な
意
匠
を
加
え、
油
で
揚
げ
て
あ
る
。
わ
が
国
の
従
来
の
粉
餅
と
は
異
な
る
。
（
イ
）
か
ら
（
へ
）
に
お
け
る
そ
の
種
類
は、
梅
子
枝、
桃
子
枝
、
餾
餬
、
桂
心
、
黏
臍
、
蹕
鑼
、
鎚
子
、
團
喜
、
伏
菟
餅
な
ど
で
あ
る
。
唐
菓
子
の
製
法
は
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42）
『
厨
事
類
記
」
に
あ
り、
基
礎
的
な
こ
と
だ
け
は
想
像
で
き
る
。
つ
ま
り
、
小
麦
粉
、
粳
米
ま
た
は
糯
の
粉
を
使
用
す
る
。
も
の
の
形
を
つ
く
る
に
は
粉
を
こ
ね
て
丸
め、
ゆ
で
て
、
臼
で
搗
く
。
そ
れ
を
濡
ら
し
た
布
に
包
み、
少
し
ず
つ
ち
ぎ
っ
て
つ
く
る。
干
柿、
棗
、
栗
の
粉
や
胡
麻
を
そ
え
る
こ
と
も
あ
る
。
　
梅
子
枝
や
桃
子
枝
は
そ
の
実
に
似
せ
て
、
枝
も
粉
で
つ
く
り、
そ
K
い
糊
で
と
り
つ
け
る
。
錫
餾
と
は、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
饂
餅
の
字
を
あ
げ
、
「
俗
云
餾
餬
。
」
と
　
　
　
　
　
　
　
　
き
（
い
　
　
　
（
43）
注
し、
「
餅
名
煎
麺
作
蝎
虫
形
也
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り、
麦
粉
を
ぬ
っ
て
蝎
虫
の
形
に
っ
く
り、
油
で
揚
げ
た
も
の
で
あ
る
。
桂
心
は
餅
で
樹
木
の
枝
の
形
を
つ
く
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
44）
そ
の
枝
の
先
へ
花
に
な
ぞ
ら
え
て、
肉
桂
の
粉
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
黏
臍
は
同
書
に、
「
油
餅
名
也
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
油
で
揚
げ
た
菓
子
で
、
下
は
平
た
く
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45）
中
が
窪
み、
人
の
臍
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
蹕
鑼
は
同
書
に、
「
俗
云
比
知
良
。
」
と
あ
る
。
糯
の
粉
で
作
り、
薄
平
た
く
煎
餅
の
よ
う
に
し
、
表
を
焼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
46
）
き
こ
が
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
き
い
も
の
は
径
一
寸
七、
八
分
も
あ
っ
た
。
そ
の
形
は
鮑
に
似
た
も
の
で
あ
る
。
鎚
子
は
同
書
に
、
「
都
以
之
」
と
あ
る
。
米
粉
を
弾
丸
の
如
く、
細
長
く
先
の
尖
る
よ
う
に
固
め、
こ
れ
を
蒸
し
て
つ
く
る
。
す
す
り
団
子
（
糯
と
粳
米
と
を
四
対
六
に
し
た
粉
で
つ
く
る
。
）
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
梅
子
枝、
桃
子
枝、
饂
餬、
桂
心、
黏
臍、
鐸
齷、
鎚
子
、
團
喜
は
八
種
唐
菓
子
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
饗
膳
に
特
に
ょ
く
用
い
ら
れ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47）
伏
菟
餅
は
同
書
に、
「
布
止、
俗
云
伏
兎
」
と
記
し、
「
油
煎
餅
名
也
。
」
と
注
し
て
あ
る
の
で、
油
で
揚
げ
た
餅
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
で
　
日
本
古
来
の
菓
子
で
あ
る
粉
餅
は、
煤
餅
と
も
い
い、
糯
の
ほ
か
に
粳
米
や
小
麦
も
材
料
に
し
た
。
団
子
に
し
て
、
小
豆
の
粉、
栗
の
粉、
胡
麻
な
ど
の
色
粉
を
ふ
り
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
イ
）
の
場
合
は
、
蘇
芳
で
染
め
た
赤、
花
田
で
染
め
た
青、
黄、
白
の
も
の
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
粉
餅
の
ほ
か
に
椿
餅
が
あ
る。
こ
れ
は
餅
の
粉
を
ま
る
め、
甘
葛
煎
を
か
け、
椿
の
葉
に
包
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
注
（
1
）
　
小
松
茂
美
編
　
『
年
中
行
事
絵
巻
』
（
2
）
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
』
　
七
五
二
頁。
九
七
頁
　
中
央
公
論
社
　
昭
和
五
二
年。
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A28
）
A 　 　　 　 　A 　 　　
27　26　25　24
） 　 　） 　 ） 　 　）
折
口
信
夫
編
　
『
万
葉
集
」
　
｝
三
五
頁
河
出
書
房
昭
和
四
六
年。
黒
坂
勝
美
　
国
史
大
系
編
修
会
　
編
　
「
延
喜
式
』
後
編
　
入
八
五
頁
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
二
年
。
同
前
　
八
八
五
頁。
同
前
　
八
八
四
ー
五
頁
。
前
掲
本
「
万
葉
集
」
　
九一
頁。
　
　
　
　
　
か
　
「
君
が
為
醸
み
し
待
ち
酒、
夜
須
の
野
に
独
り
や
飯
ま
む。
友
な
し
に
し
て
。
」
と
め
る
。
口
で
か
ん
で
酒
を
醸
造
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
前
掲
本
　
「
延
喜
式
』
後
編
　
八
八
七
頁
。
正
宗
敦
夫
　
編
　
「
和
名
類
聚
抄
』
　
巻
一
六
　一
＝
頁
前
掲
本
　
「
延
喜
式
』
後
編
　
七
七
四
頁。
神
宮
司
庁
　
『
古
事
類
苑
」
　
飲
食
部
＝一
八
五
一
頁。
前
掲
本
　
『
延
喜
式
』
　
中
編
　
五
九
二
ー
四
頁。
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
」
　
七
四
七
頁。
』
則
掲
本
　
　
「
和
名
類 
衆
抄
」
　
　
巻一
六
　
　
二
】
頁。
前
掲
本
　
『
古
事
類
苑
』
　
同一
四
　
九
三
七
頁。
前
掲
本
　
『
和
名
類
聚
抄
』
　
巻
一
七
　
二
五
頁。
前
掲
本
　
『
万
葉
集
』
　
四一
頁
。
前
掲
本
　
『
延
喜
式
」
後
編
　
八
〇
〇
頁
。
前
掲
本
　
「
和
名
類
聚
抄
』
　
巻一
六
　一
九
頁
。
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
』
　
七
四
七
ー
五
〇
頁
。
同
前
　
七
五
〇
頁
。
前
掲
本
　
「
和
名
類
聚
抄
」
　
巻一
六
　一
九
頁
。
前
掲
本
　
「
延
喜
式
』
中
編
　
六
〇
〇
！
四
頁
。
　
「
鹿
鮑
」 、
「
猪
鮑
」
の
名
が
あ
る
。
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
』
　
七
五
〇
頁。
前
掲
本
　
『
古
事
類
苑
』
　
同】
四
　
九一
五
頁
。
前
掲
本
　
「
和
名
類
聚
抄
」
　
巻
一
六
　一
九
頁
。
前
掲
本
　
「
延
喜
式
』
中
編
　
六
〇
〇
頁
同
前
　
三
二
ニ
ー
六
九
七
頁
。
　
　
　
　
　
み
み
つ
き
　
　
に
ん
ら
　
　
と
り
の
こ
　
　
と
と
し
　
御
取
鮑、
着
シ
耳
鮑、
耽
羅
鮑、
鳥
子
飽、
都
々
伎
鮑、
　
東
鮑、
嶋
鮑
な
ど
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
食
生
活
目
本
古
典
全
集
刊
行
會
　
昭
和
六
年。
佐
渡
鮑、
長
鮑、
短
鮑、
丸
鮑、
串
鮑、
横
串
鮑、
ほ
そ
わ
り
　
　
　
く
ず
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
じ
細
割
鮑、
葛
貫
鮑、
火
焼
鮑、
羽
割
鮑、
蔭
鮑、
薄
鮑、
腐
耳
鮑、
入一
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（
29
）
（
30
）
（
31
）
（
32
）
（
33
）
A 　 　　
4039）　）
（ 　 　（ 　 　（ 　 　（ 　 　（
38　37　36　35　34
） 　 　） 　 　） 　 　） 　 　）
A 　 　 　 　 　 　 　 tA 　 A 　　
47　46　45　44　43　42　41
） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ） 　 ）
同 同 同 同
前 前 前 前
八
二
新
村
出
　
編
　
『
広
辞
苑
」
　
七
五
八
頁
　
岩
波
書
店
　
昭
和
五
三
年
　
「
こ
う
ほ
ね
ー
ス
イ
レ
ン
科
の
多
年
草。
沼
沢
な
ど
の
浅
水
に
自
生。
根
茎
甚
だ
太
く
横
臥、
水
上
に
露
出
す
る
。
」
前
掲
本
　
「
古
事
類
苑
』
　
同一
四
　
九
三
七
頁
。
前
掲
本
　
『
厨
事
類
記
』
　
七
五
〇
頁。
渡
辺
正
　
「
延
喜
式
の
漬
物
」
　
風
俗
第
八
巻
第】
号
　
日
本
風
俗
史
学
会
誌
　
昭
和
四
三
年
　
四
〇
頁。
　
「
荏
曇
は
荏
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
ソ
と
き
わ
め
て
近
緑
の
植
物
で
そ
の
芳
香
も
か
な
り
似
て
い
る
。
」
前
掲
本
　
「
延
喜
式
」
後
編
　
入
七
四
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら
び
あ
ぎ
み
せ
り
　
ふ
き
　
そ
ら
　
い
た
と
り
　
た
に
ら
ひ
め
　
　
　
　
ひ
る
　
　
は
ピ
に
ら
　
あ
お
な
　
「
右
二
漬
春
莱
料一
」
と
し
て、
蕨、
莇、
芹、
蕗、
蘇
羅
、
虎
杖、
多
多
良
比
責
花
搗、
瓜、
蒜
房、
蒜
英
韮
搗、
蔓
菁
黄
菜
な
ど
が
漬
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た、
「
右二
漬
秋
菜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
　
ぎ
　
　
　
　
　
　
こ
な
す
び
料一
」
と
し
て、
塩
漬
は
瓜、
茄
子
、
山
蘭、
稚
薑、
龍
葵、
桃、
柿、
梨
な
ど
が
あ
る
。
醤
漬
と
糟
漬
に
は
冬
瓜、
瓜
な
ど
が
あ
る。
前
掲
本
　
『
厨
事
類
記
』
　
七
五
二
頁
。
前
掲
本
　
「
和
名
類
聚
抄
」
　
巻一
六
　一
八
頁
。
同
前
　一
五
頁
。
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
』
　
七
五
一
ー
二
頁
。
同
前
　
七
五
［
頁
。
前
掲
本
　
「
古
事
類
苑
』
　
同一
五
九
七
六
−
七
頁。
中
田
祝
夫
　
編
　
「
新
選
古
語
辞
典
」
　
一
＝一
六
頁
　
小
学
館
　
昭
和
四
一
年。
　
「
か
ん
じ
1
今
の
こ
う
じ
み
か
ん
」
前
掲
本
　
「
厨
事
類
記
』
　
七
五
二
⊥
二
頁。
同
前
　
七
五
三
−
四
頁。
前
掲
本
　
『
和
名
類
聚
抄
」
　
巻
一
六
　一
五
頁。
結
び
一
五
頁。
一
五
頁。
一
五
頁。
【
四
頁
。
　
古
代
の
神
権
的
天
皇
制
が
衰
え
、
中
国
（
唐
風
）
文
化
の
流
入
も
長
く
と
だ
え
た
、
平
安
時
代
の
後
半
期
に
は、
貴
族
主
義
的
国
風
文
化
の
成
熟
が
み
ら
れ
る
。
本
論
で
考
察
し
た、
平
安
時
代
の
食
事
文
化
の
頂
点
に
あ
る
饗
膳
に
お
い
て
も、
院
政
時
代
と
い
う
背
景
か
ら、
伝
統
の
継
承
に
貴
族
主
義
的
奢
侈
と
趣
向
が
加
わ
り
、
一
応
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の
基
本
型
と
し
て
の
完
成
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り、
飯、
生
物、
干
物
、
窪
坏
物、
汁
物、
焼
物、
菓
子
な
ど
の
材
料
や
調
理
法
が、
多
様
化
の
な
か
に
も
固
定
的
形
式
化
を
と
も
な
っ
て、
あ
る
程
度
の
完
成
性
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
さ
て
、
饗
膳
の
栄
養
上
の
特
徴
を
あ
げ
な
が
ら、
貴
族
社
会
一
般
の
食
生
活
を
考
察
す
る。
一
般
的
な
貴
族
の
食
膳
は
饗
膳
を
簡
素
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら、
逆
に
饗
膳
は
日
常
の
食
膳
を
豪
華
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら、
栄
養
上
の
特
徴
は
ほ
ぼ
共
通
す
る
。
そ
こ
で
の
注
目
す
べ
き
事
実
は
三
つ
あ
る
。
第
一
に、
植
物
牲
食
品
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
動
物
性
食
品
の
う
ち
、
魚
貝
類
や
鳥
類
（
特
に
雉
）
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
猪
や
鹿
な
ど
の
獣
肉
が
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
第
三
に
、
鱠
や
焼
物
を
除
い
て
、
乾
燥
食
品
が
目
立
つ
こ
と
。
以
上
で
あ
る
。
本
論
の
考
察
か
ら
も、
（
二
）
に
は
蓮
根
や
牛
蒡
な
ど
の
野
菜
類
が
み
ら
れ
る
が、
（
イ
）
（
ロ
）
（
ハ
）
（
ホ
）
（
へ
）
に
お
い
て
は、
窪
坏
物
の
荏
墨
や
窪
坏
物
の
上
に
の
せ
て
刻
ん
だ
橘
の
皮
や
木
菓
子
類
な
ど
を
除
く
と
、
植
物
性
食
品
が
極
端
に
少
な
い
。
飯
や
魚
貝
類
が
カ
ロ
サ
ー
源
で
あ
り
、
野
菜
類
の
植
物
性
食
品
は
当
時
に
お
い
て
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
殺
生
禁
断
の
思
想
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
栄
耀
栄
華
を
誇
っ
た
藤
原
氏
に
お
い
て
も、
中
級
以
下
の
貴
族
と
同
様
に、
平
安
時
代
後
半
期
に
お
け
る
全
貴
族
階
級
の
没
落
の
運
命
が、
刻
々
と
し
の
び
よ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
予
感
し
て
い
た。
藤
原
純
友
の
乱
と
平
将
門
の
乱
は
そ
の
象
徴
的
出
来
事
で
あ
る
。
ま
た、
保
元
の
乱
と
平
治
の
乱
は
摂
関
政
治
同
様
に
院
政
の
限
界
を
示
し
て
武
家
社
会
の
到
来
を
遠
く
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
内
危
機
感
を
反
映
し
て
貴
族
社
会
に
お
け
る
仏
教
信
仰
は
厚
か
っ
た
。
ま
ず
は、
空
海
と
最
澄
に
よ
る
平
安
薪
仏
教
が、
加
持
祈
疇
を
行
う
密
教
と
し
て、
貴
族
社
会
か
ら
厚
い
保
護
を
受
け
る
。
貴
族
の
病
い
を
治
し、
災
厄
を
除
く
と
い
う
現
世
利
益
の
た
め
に
。
さ
ら
に、
民
間
信
仰
か
ら
広
ま
っ
た
浄
土
信
仰
は、
厭
離
穢
土
や
欣
求
浄
土
を
説
き
、
末
法
思
想
に
発
展
す
る
に
及
ん
で
貴
族
社
会
に
も
深
く
浸
透
し
た
。
仏
教
五
戒
の
第
一
で
あ
る
殺
生
戒
は
貴
族
社
会
の
食
生
活
の
タ
ブ
ー
と
な
り
、
貴
族
の
食
膳
か
ら
は
動
物
性
蛋
白
と
脂
肪
が
著
し
く
追
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
摂
関
家
を
お
さ
え
て
強
権
を
掌
握
し
た
白
河
院
は
、
仏
教
の
過
度
な
信
者
で
迷
信
に
お
ぼ
れ
、
壮
麗
な
寺
院
や
大
仏
を
つ
く
り、
し
ば
し
ば
の
参
詣
だ
け
で
な
く
、
殺
生
戒
を
実
現
し
て
漁
夫
や
猟
師
の
生
活
の
道
を
う
ば
っ
た
程
で
あ
る
。
白
河
院
政
時
代
は
四
四
年
間
の
長
き
に
わ
た
る
故
に
そ
の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
　
第
三
に、
多
種
多
様
の
乾
燥
食
品
が
用
い
ら
れ
た
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は、
貴
族
が
京
都
と
い
う
海
か
ら
離
れ
た
内
陸
に
暮
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
先
例
や
故
実
を
重
ん
じ
る、
貴
族
社
会
の
伝
統
主
義
的
性
格
か
ら
、
形
式
化
し
た
食
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
乾
燥
食
品
が
便
利
で
あ
っ
た
。
品
数
を
揃
え、
見
た
目
に
も
い
い
よ
う
に
。
ま
た
季
節
を
越
え
た
食
品
を
要
求
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
。
　
以
上
か
ら、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会
の
食
生
活
は
、
炭
水
化
物
と
蛋
白
質
に
偏
り
、
脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
非
常
莚
欠
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
栄
養
の
偏
の
に
加
え
て
、
野
外
生
活
が
皆
無
に
等
し
い
貴
族
は、
屋
内
で
の
勳
き
の
少
な
い
生
活
の
繰
り
返
し
の
た
め
に
運
動
不
足
と
な
り、
衛
生
状
態
の
悪
さ
を
加
え
て
健
康
を
害
し
て
い
　
　
　
平
安
時
代
の
食
生
活
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八
四
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
平
均
寿
命
は、
貴
族
男
性
で
三
十
五
才、
貴
族
女
性
で
三
十
才
ぐ
ら
い
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
死
因
は
五
割
以
上
が
結
核
で
、
三
割
ほ
ど
が
脚
気
の
昂
進
で
あ
る
。
結
核
は
ビ
タ
ミ
ン
A
の
欠
乏
が、
脚
気
は
ビ
タ
ミ
ン
B
の
欠
乏
が
最
大
原
因
で
あ
る
。
要
す
る
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く、
栄
養
失
調
の
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
平
安
時
代
に
お
い
て
貴
族
階
級
の
お
か
れ
て
い
た
政
治
的
、
経
済
的、
社
会
的
状
況
が、
貴
族
階
級
の
生
活
様
式
と
精
神
文
化
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も、
形
式
化
し
た
食
生
活
が
貴
族
階
級
の
精
神
文
化
と
、
変
動
す
る
時
代
へ
の
対
応
力
に
大
き
く
影
響
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
事
文
化
は
生
活
様
式
の
根
幹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　へ
　
　そ
　
　
ヘ
　
　ヘ
　
ヘ
　
　ヤ
で
あ
り
、
精
神
文
化
と
常
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
で
考
察
し
た
饗
膳
に
お
い
て、
目
で
見
る
料
理
の
原
型
は
ほ
ぼ
完
成
を
み
る
が、
そ
れ
は
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い
く
貴
族
の
肉
体
と
精
神
の
弱
体
化
を
結
果
す
る
。
　
既
に
、
遣
唐
使
の
廃
止
に
貴
族
の
意
気
の
低
下
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
菅
原
道
真
の
提
案
に
よ
る
が、
正
式
な
理
由
は、
航
海
の
犠
牲
の
多
い
こ
と
と
唐
国
の
乱
れ
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
の
内
外
を
問
わ
ず、
全
て
の
貴
族
が
冒
険
心
や
探
究
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
精
神
を
失
な
っ
て
い
た
と
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
藤
原
道
長
の
時
代
の
一
〇
一
九
年
（
寛
仁
三
年
） 、
北
九
州
を
来
襲
し
た
シ
ベ
リ
ア
沿
岸
州
地
方
の
刀
伊
人
を
撃
退
し
た
の
は、
同
地
方
の
武
士
で
あ
っ
た
。
道
長
ら
は
何
の
強
い
関
心
と
責
任
感
を
も
つ
こ
と
も
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に、
国
事
な
い
し
公
共
の
事
業
に
対
す
る
関
心
は、
天
皇
に
も
摂
関
家
に
も
そ
の
他
の
貴
族
に
も
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
中
央
同
様、
地
方
に
も
貴
族
の
政
治
は
な
く、
貴
族
は
完
全
な
社
会
の
寄
生
者
と
な
り、
そ
の
吸
い
上
げ
た
富
で
豪
奢
な
邸
宅
や
壮
麗
な
寺
院
を
造
営
し、
日
夜
の
遊
宴
や
行
楽
に
ふ
け
っ
た
。
饗
宴
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く、
精
神
的
以
上
に
肉
体
的
な
貴
族
社
会
の
基
盤
は
虚
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
他
方
庶
民
は、
仏
教
思
想
に
よ
る
食
品
の
タ
ブ
ー
も
な
く、
古
代
か
ら
の
延
長
と
し
て
質
素
で
は
あ
る
が、
健
康
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
長
く
続
い
た
貴
族
支
配
が、
庶
民
か
ら
出
た
健
康
な
武
士
階
級
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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